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１
月　

日
、
平
成　

年
那
珂
市
成
人
式
が
セ
ン

１０

２１

チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
那
珂
市
の
新
成
人
は
６
９
９
人
、
式
典
に

は
色
鮮
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
５
６

６
人
が
出
席
し
、
懐
か
し
い
友
人
と
の
再
会
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
企
画
・
運
営
は
、
新
成
人
に
よ
る
成
人
式

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
生
涯

の
思
い
出
と
な
る
成
人
式
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。

　

す
で
に
様
々
な
道
を
歩
ま
れ
て
い
る
中
で
、
新
成

人
の
皆
さ
ん
は
こ
の
二
十
歳
の
門
出
を
機
に
、
社
会

人
の
一
員
と
し
て
の
誓
い
を
胸
に
責
任
あ
る
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

「自分の将来をしっかりと見据
え、目標に向かって地道な努力
を重ね、かけがえのない人生を
一歩一歩着実に進んで行ってく
ださい」と、激励の言葉を贈る
小宅市長
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成人式実行委員会副委員長

時 田　真 樹さん

成人式実行委員会副委員長

田 村　彰 浩さん

成人式実行委員会委員長

佐 瀬　光 祐さん

今の私があるのは、家族や先生・友
達といった多くの人に支えてもらっ
ているからだと思います。これから
私は、周りの人々を支えられるよう
努力し、明るい未来を築いていきた
いです。そして精一杯、社会人とし
て頑張りたいと思います。

私は、大人とは、自分がたくさんの
周りの人々に支えられていることを
理解し、道徳的にも自身の良心に恥
じぬよう、自分の責任を誠実に果た
すことのできる人であると考えま
す。この信念のもと、成人としての
自覚をしっかりと持ち、これから精
進していきたいと思います。

成人するに当たって、忘れてはいけない
と感じた有り難さが今回の成人式にはあ
りました。それは家族、友人、先生方、
地域の人々に強く支えていただいてきた
ということです。改めて人の温かさを実
感し成人となった今、感謝の気持ちと新
しく一人の成人として責任を持ち、日々
を有意義に過ごしたいと思います。



４

平成２０年第４回那珂市議会定例

会が、１２月２日から１２日までの

１１日間の会期で開催されまし

た。市長提出議案は、報告３件、

条例の一部改正６件、平成２０年

度補正予算８件、その他４件、

合わせて２１件です。審議の結

果、全議案について原案のとお

り可決されました。

■
平
成　

年
度
那
珂
市
表
彰
式
典
に
つ
い

２０

て

　
　

月
８
日
、
那
珂
市
表
彰
式
典
を
総
合

１１
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
に
お
い
て
開
催
し
、

市
自
治
功
労
者
優
遇
規
則
に
基
づ
く
自
治

功
労
者
８
人
並
び
に
市
表
彰
規
則
に
基
づ

く
功
労
者
お
よ
び
善
行
者
合
わ
せ
て　

人
４３

の
個
人
と
４
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

■
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
検
討
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

　

市
民
が
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会

生
活
を
送
る
た
め
の
移
動
手
段
を
確
保

し
、
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、　

人
の
委
員
か
ら
な
る

１４

那
珂
市
地
域
公
共
交
通
検
討
委
員
会
を　
１０

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

■
原
子
力
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

９
月　

日
、
日
本
原
子
力
発
電（
株
）東

３０

海
第
二
発
電
所
に
お
い
て
、
原
子
炉
へ
の

給
水
が
停
止
し
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、
防
災
関
係
機

関
の
対
応
能
力
お
よ
び
連
携
の
強
化
を
目

的
に
、
国
、
県
と
合
同
で
平
成　

年
度
茨

２０

城
県
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

■
敬
老
事
業
に
つ
い
て

　

９
月
７
日
と　

日
に
百
歳
達
成
者
５
人

１２

を
訪
問
し
、
国
お
よ
び
県
か
ら
の
褒
状
並

び
に
市
か
ら
の
祝
金
お
よ
び
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
７
日
か
ら　
１０

月　

日
に
か
け
て
、
敬
老
会
が
８
地
区　

２６

２６

か
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
率
は
全

体
で
前
年
対
比　

％
増
の　

・
８
％
で
し

０.１

３５

た
。

■
那
珂
市
３
人
っ
こ
家
庭
応
援
事
業
助
成

金
交
付
要
項
の
制
定
に
つ
い
て

　
「
那
珂
市
３
人
っ
こ
家
庭
応
援
事
業
助

成
金
交
付
要
項
」
を
９
月
に
制
定
し
て
、

第
３
子
以
降
の
児
童
の
保
育
料
を
月
額
５

０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し

た
。

■
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

高
内
地
区
た
め
池
整
備
工
事
、
田
崎 
日 ひ

 
照  
田 
地
区
農
道
整
備
工
事
及
び
鴻
巣
地
区

で
り 
た

排
水
路
整
備
工
事
の
各
工
事
を　

月
に
発

１１

注
し
ま
し
た
。

■
し
ど
り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

に
つ
い
て

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
お
り

ま
す
「
し
ど
り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
管
理

事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者
数
が

　

月　

日
に
３
万
人
を
達
成
し
、　

月
末

１１

１９

１１

現
在
で
前
年
対
比　

・
３
％
増
加
の
３
万

６２

１
６
６
５
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
国
民
文
化
祭
・
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
８
に
つ
い
て

　

毎
年
夏
の
恒
例
行
事
と
し
て
８
月
に

行
っ
て
お
り
ま
し
た
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
、
本
年
は
、
第　

回
国
民

２３

文
化
祭
と
合
わ
せ
て
、「
国
民
文
化
祭
・
ひ

ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
」
と

し
て
、
那
珂
総
合
公
園
に
お
い
て　

月
２

１１

日
、
３
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま

し
た
。

　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

の
他
、
ア
リ
ー
ナ
で
は
「
い
け
ば
な
」
を

中
心
に
１
７
０
作
品
の
展
示
や
琴
、
尺

八
、
琵
琶
の
演
奏
な
ど
、
伝
統
文
化
や
新

し
い
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
周
辺
の
畑
で
は
、

水
戸
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
研
究

と
地
元
耕
作
者
の
協
力
を
得
て　

万
本
の

２５

ひ
ま
わ
り
を
晩
秋
に
見
事
に
咲
か
す
こ
と

が
で
き
、
那
珂
市
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

月
１
日
か
ら
９

１１

日
の
国
民
文
化
祭
期
間
中
は　

万
７
千
人

１６

の
多
く
の
か
た
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。

■
菅
谷
市
毛
線
街
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

菅
谷
市
毛
線
街
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、　

月
末
の
暫
定
供
用
開
始
に
向

１２

け
て
、
市
道
取
り
付
け
工
事
（
L
＝　
 ｍ
）

４０

を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１０
■
上
菅
谷
下
菅
谷
線
街
路
整
備
事
業
に
つ

い
て

　

上
菅
谷
下
菅
谷
線
街
路
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
道
路
改
良
舗
装
工
事
（
L

＝
２
８
６ ｍ
）
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１０

小宅市長による行政報告

第４回定例会

議 会
市
長
行
政
概
要
報
告（
一
部
省
略
）
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■
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
画
道
路
改
良
工
事

（
L
＝　
 ｍ
）
を
９
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

４８

■
杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　

杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
側
溝
布
設
工
事
（
L
＝
２
８
０

ｍ
）
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１０

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

横
堀
地
区
（
第
２
工
区
）
お
よ
び
中
里

地
区
（
第
１
工
区
）
の
各
汚
水
管
布
設
工

事
を
９
月
に
、
下
菅
谷
地
区
（
第
２
工
区
、

第
３
工
区
）、
杉
原
西
地
区
（
第
２
工
区
）、

杉
原
東
地
区
（
第
１
工
区
）
お
よ
び
瓜
連

地
区
（
第
１
工
区
）
の
各
汚
水
管
布
設
工

事
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１０

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣
地
区
１－

　

工
区
の
管
路
施
設
工

１２

事
を
９
月
に
、
鴻
巣
地
区
幹
線
第
１
号

（
第
７
工
区
）管
路
施
設
工
事
及
び
神
崎
額

田
地
区
処
理
施
設
進
入
路
道
路
改
良
工
事

を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１０
■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣
地
区
（
第
１
工
区
）
配
水
管
移
設

工
事
及
び
瓜
連
地
区
（
第
３
工
区
）
配
水

管
布
設
工
事
を
８
月
に
、
杉
原
地
区
（
第

２
工
区
）
配
水
管
移
設
工
事
、
中
台
地
区

（
第
１
工
区
）及
び
豊
喰
地
区（
第
１
工
区
、

第
２
工
区
）
の
各
配
水
管
布
設
工
事
並
び

に
中
里
地
区
（
第
１
工
区
）
老
朽
管
更
新

工
事
を
９
月
に
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、

下
菅
谷
地
区
（
第
２
工
区
）、
瓜
連
地
区

（
第
１
工
区
）
及
び
下
大
賀
地
区
（
第
２

工
区
）
の
各
配
水
管
移
設
工
事
、
杉
原
地

区
（
第
２
工
区
）
及
び
中
里
地
区
（
第
１

工
区
）
の
各
配
水
管
布
設
工
事
並
び
に
古

徳
地
区
（
第
１
工
区
）
老
朽
管
更
新
工
事

を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１０
■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
所
や
学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
４

２１

１
７
２
人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の

習
得
と
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
普
通
救
命
講
習
会
は　

回
行

１１

い
２
３
６
人
が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普

及
に
努
め
ま
し
た
。

　

８
月　

日
か
ら　

月
６
日
ま
で
の
火
災

１２

１１

出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
が
３

件
、
車
両
が
１
件
、
そ
の
他
が
１
件
の
合

計
５
件
。
救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
急
病
が
２
２
０
件
、
交
通
事
故
が　
８０

件
、
そ
の
他
が
１
４
０
件
、
合
計
４
４
０

件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

消
防
本
部
耐
震
補
強
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
６
月
に
工
事
を
発
注
し
、　

月　
１０

１７

日
に
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、　

月　

日

１０

３０

に
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
を
図
り
、

東
消
防
署
に
配
備
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
２
日

２０

１２

　
　
　
　

那
珂
市
長　

小　

宅　

近　

昭

◆
報
告（
専
決
処
分
を
含
む
）

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
損
害

賠
償
補
償
額
の
決
定
に
つ
い
て：

学

校
教
育
課
）／
専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て（
損
害
賠
償
補
償
額
の
決
定

に
つ
い
て：

水
道
課
）／
専
決
処
分

に
つ
い
て（
平
成　

年
度
那
珂
市
水

２０

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））

◆
条
例
の
一
部
改
正

那
珂
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
／
那
珂
市
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
／
那
珂
市
農

業
活
動
拠
点
施
設
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
／
那
珂
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
／
重
要
な

公
の
施
設
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
／
那
珂
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
平
成　

年
度
補
正
予
算

２０

平
成　

年
度
那
珂
市
一
般
会
計
補
正

２０

予
算（
第
４
号
）／
平
成　

年
度
那
珂

２０

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業

勘
定
）補
正
予
算（
第
３
号
）／
平
成

　

年
度
那
珂
市
老
人
保
健
特
別
会
計

２０ 　
　
市
長
提
出
議
案
等（
全
議
案
可
決
）補

正
予
算（
第
１
号
）／
平
成　

年
度

２０

那
珂
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）／
平
成　

年
度
那
珂

２０

市
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）／
平
成　

年
２０

度
那
珂
市
介
護
保
険
特
別
会
計（
保

険
事
業
勘
定
）補
正
予
算（
第
１
号
）

／
平
成　

年
度
那
珂
市
上
菅
谷
駅
前

２０

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）／
平
成　

年
度

２０

那
珂
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

◆
そ
の
他

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
／
指
定
管
理
者
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第４回定例会において小宅市長から次のとおり平成２１年度予算編成方針が示されました。

平成２１年度予算編成基本方針

　世界的な原油・穀物価格の高騰、サブプライム住宅ローン問題に伴うアメリカ経済の減速等が生
じており、原材料コストの上昇や輸出の減速を通じて我が国経済にマイナスの影響を与えておりま
す。また、国内においても、原油価格等の急速な上昇から消費者物価上昇率は高まると見込まれて
おります。このように、我が国経済は世界経済の厳しい状況に直面しており、アメリカにおける金
融不安の高まりや株式・為替市場の変動など、不景気になる要素を多分に抱えている状況にありま
す。
　こうした中、国においては、本年６月に「経済財政改革の基本方針２００８」を閣議決定し、平成２１
年度予算は、これまでの財政健全化の努力を今後とも継続していくため、引き続き歳出全般にわた
る徹底した見直しを行いつつも、真に必要なニーズにこたえるための財源の重点配分を行うとして
おります。
　また、地方財政については、国の歳出の見直しと歩調を合わせつつ、地方公務員人件費、地方単
独事業等の徹底した見直しを行うことにより、地方財政計画の歳出規模を引き続き抑制するととも
に、これらの歳出削減努力を踏まえ、地方公共団体の安定的な財政運営に必要となる地方税、地方
交付税等の一般財源の総額を確保するとしております。
　このような状況下、本市の財政状況は、景気の先行きが不透明な中において市税収入の大幅な伸
びは期待できず、また、平成１８年から続いている地方交付税交付額の減額については、平成２０年度
は特例措置により増額となったものの、国の厳しい財政状況から来年度は再び減額になる見通しで
あります。加えて、厳しい財政運営を支えていた各種基金は、平成２０年度までにおいて大きく取り
崩されており、底がみえている状況にあります。
　一方、歳出では、生活保護費などの扶助費の増大に加え、高水準で推移する公債費や特別会計に
対する繰出金が財政運営の硬直化を招く要因となっております。また、平成２１年度については、前
年度に引き続き、一中学区コミュニティセンター建設事業、上菅谷停車場線や菅谷市毛線等の街路
整備事業、道路改良舗装事業などに多額の財源を要するほか、菅谷小学校の耐震補強工事が緊急課
題とされていることに加え、新規事業として瓜連中学校整備事業が予定されており、これまで以上
に大幅な財源不足が生じるものと予想されるところであります。
　このように危機的な財政状況の中、本年４月に行財政改革推進本部を設置し、抜本的な歳出削減
及び事務事業の見直し等に取り組んでいるところでありますが、全職員が危機意識を持ち、より一
層強力かつスピーディに行財政改革を進めていく必要があります。
　このため、平成２１年度の予算編成にあたっては、本年８月に行財政改革推進本部会議において、
早急に取組むべき財源確保対策として決定された内容を確実に実施し、これまで以上に徹底した経
費の節減合理化と限られた財源の重点的かつ効率的な予算配分に徹しなければならないと考えてお
ります。　　
　さらに、今年度中に策定する（仮称）財政健全化プランを見据え、中期的視点で行財政改革を積極
的に推進し、簡素で効率的な行財政システムの確立を図り、真に求められる施策の展開に必要な財
源確保に努めなければならないと考えております。
　行財政を取り巻く現状は、大変厳しいものがございますが、これらのことを念頭におきまして、
施策の厳選を徹底するとともに、事務事業の必要性、緊急性及び費用対効果等について、十分精査、
検証の上、予算編成をしてまいります。

　　　　　平成２０年１２月２日　　　那珂市長　小宅　近昭
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料料料料新型インフルエンザの大流行に備え、自宅に食料新型インフルエンザの大流行に備え、自宅に食料に食に食型インフルエンザの大流行に備え、自宅に食型インフルエンザの大流行に備え、自宅に食イイイイ新新新新 インフルインフルインフルインフル にに宅に宅にンンンン 宅宅宅宅ンフンフンフンフ 自自自自フフフルエンザの大流行に備え、自宅に食フルエンザの大流行に備え、自宅に食え、自え、自え、え、ルルルルルルルエンザの大流行に備え、自宅ルエンザの大流行に備え、自宅ルルルルルエンザルエンザルエンザの大流行に備えルエンザの大流行に備えエエエエ 自自自宅に食自宅に食備え備えええンンンンンザンザンザンザ ににに備に備ザザザの大流行にザの大流行にザザザザ ににににザザザザ 行行行行のののの 行行行行行行行行のののの 食食食食行行行行ののののの大の大の大の大大流大流大流大流流流流行に流行に 料料え、自宅に食料え、自宅に食料ええええ 食料食料食食食食食食新型インフルエンザの大流行に備え、自宅に食料新型インフルエンザの大流行に備え、自宅に食料新型インフルエンザの大流行に備え、自宅に食料新型インフルエンザの大流行に備え、自宅に食料新型インフルエンザの大流行に備え、自宅に食料
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　新型インフルエンザウイルスとは、動
物、特に鳥類のインフルエンザウイルス
が人に感染し、人の体内で増えることが
できるように変化し、人から人へと効率

よく感染できるようになったもので、このウイルスが
感染して起こる疾患が新型インフルエンザです。人間
界にとっては未知のウイルスでほとんどの人は免疫を
持っていないので、容易に人から人へ感染して広が
り、急速な世界的大流行（パンデミック）を起こす危
険性があります。
　現時点で、こうした性質を持つ新型インフルエンザ
の発生は確認されていません。

��
��

　人から人への感染が発生した場合、感
染者と接触することによって広がるの
で、たった一人の不注意な行動がきっか
けとなり、新型インフルエンザを大きく

広げてしまうことがあります。一人ひとりが協力し
て、自分たちの地域を守る心構えが大切です。
　新型インフルエンザが日本国内や地域で広がり始め
た時には、社会的影響を最小限に食い止めるために、
①感染した場合の自主的自宅待機、②同居家族の誰か

が感染した場合の、他の家族メンバーの自主的な自宅

待機、③一定期間の学校閉鎖、④集会などの延期、⑤

地域での人と人との接触機会を減らすために外出を控

える呼びかけがされます。

　パンデミックになると、感染を防ぐためには不要不
急の外出をしないことが原則であることから２週間程
度の食料品、日用品などの準備をしておくことがよい
でしょう。

問い合わせ
茨城県保健予防課　�３０１－３２１９
市 健 康 推 進 課　�２７０－８０７１
市 生 活 安 全 課　�２９８－１１１１（内線４４２）
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（長期的保存可能な食料）

〇主食類　米・乾麺類（そば、うどんなど）・切り餅・シリアル・乾パン・各種調味料など
〇その他　レトルト・フリーズドライ食品・冷凍食品・インスタントラーメン・缶詰・菓子類・ミネラ
ルウォーター・清涼飲料水など

（日用品・医療品の例）　

〇常備品　常備薬（痛み止め、その他持病の常備薬）・絆創膏・ガーゼ・コットン
解熱鎮痛剤（薬の成分によってインフルエンザ脳症を助長する可能性がありますので、購入時に医師・
薬剤師に確認してください。）

〇対インフルエンザ対策の物品　マスク・ゴム手袋（破れにくいもの）・水枕、氷枕（頭やわき下の冷
却）・漂白剤（次亜塩素酸：消毒効果があるもの）・消毒用アルコール

〇通常の災害時のための物品（あると便利なもの）　懐中電灯・乾電池・携帯電話充電キット・ラジオ・
携帯テレビ・カセットコンロ、ボンベ・トイレットペーパー・ティッシュペーパー・キッチン用ラッ
プ・アルミホイル・洗剤（衣類・食器など用）・石鹸・シャンプー・リンス・保湿ティッシュ（アル
コールのあるもの、ないもの）・生理用品（女性用）・ビニール袋（汚染されたごみの密封に利用）

（国の新型インフルエンザ感染対策に関するガイドラインより）

※上記の品目は、ほんの一例です。家族が感染したときのことも考え、病人でも食べやすいレトルトの
� ������������������������

おかゆや、ベビーフード、スポーツ飲料などを用意しておくと良いでしょう。ペットを飼っている家
庭では、ペットフードも忘れないようにしましょう。

※備蓄量については、最初は２～３日分からはじめ、徐々に増やしていきましょう。作業には家族全員
が参加し、その内容・分量を把握しておくことが大切で、①日ごろ、食べなれているもの、②家族そ
れぞれの好みを配慮、③缶詰、瓶詰、レトルト食品、乾物などは種類を多様に、④簡単な備蓄食料の

リストを作り、賞味期限が半年以上あるものを選ぶと管理しやすくなります。

���
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�施設案内

①②研修室１・２／研修や会
合、各種カルチャー教室など
に利用できます。間仕切りを
取ればさらに大きな研修室と
して使用できます。
③農産加工室／農産物加工実
習、そば、豆腐、みそ、こんにゃ
く等の加工体験のほか各種料
理教室として活用できます。

①

②

③③

�予約方法ほか

農政課窓口で直接または、電話で予約してください。
※土・日曜日、祝日を除く８：３０～１７：００予 約 方 法

農政課（市役所本庁２階）　�２９８－１１１１問い合わせ

�利用案内

９：００～２１：３０開 館 時 間

毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（１２／２９～１／３）
※その他、臨時休館の場合あり休 館 日

�施設利用料

全日
９：００～２１：３０

夜間
１７：００～２１：３０

午後
１３：００～１６：３０

午前
９：００～１２：３０

時間
施設名

１，８００円９００円６００円６００円研 修 室 １

１，８００円９００円６００円６００円研 修 室 ２

３，６００円２，３００円１，２００円１，２００円農産加工室

【施設概要】
〔構　　造〕
木造平屋建
〔延床面積〕
２８６．５２m2

〔駐　車　場〕
４０台

①研修室１ 
③農産加工室 

②研修室２ 

�芳野農産工房

営農活動の取り組みの場とし
て、生産者と消費者との交流の
場として、農業の振興や活性化
等を図る施設です。
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�芳野市民農園

野菜や花作りをとおして、食の
安全や農業への理解を深めてい
ただける貸し農園です。「農業
が初めて」というかたでも気軽
に農作物を栽培できます。

�施設案内

農　場／１００区画（１区画　３０m2）
洗い場／水道、井戸　計５か所
農機具／ 鍬 、まんのう、スコップ、小型耕うん機など

くわ

駐車場／５０台
芳野農産工房の利用／
　トイレのほか、研修や交流活動の場として使用可能
栽培講習／
　月１回程度開催。週１回程度、専門員の指導あり

�区画割

�予約方法ほか

８：３０～１７：００　※耕作は日の出から日没まで可能です。開 園 時 間

４月からの１年間　※２回まで更新することができます。使 用 期 間

１区画　８，０００円　※１区画は３０m2（５m×６m）です。年間使用料

農政課（市役所本庁２階）　�２９８－１１１１問い合わせ
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至瓜連 

常陸鴻巣駅 文洞溜池 

芳野農産工房 芳野市民農園 
芳野農産物直売所 

瓜
連
馬
渡
線

瓜
連
馬
渡
線 

瓜
連
馬
渡
線 

中央公民館 市役所 

〒 芳野農産物直売所 
芳野農産工房 

芳野市民農園 
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収納対策推進本部担当課一覧

収納課から 　

納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
市
の
財
政
は
基
本
的
に
市
税
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
税
の
滞
納
は
社
会
に
お
け
る
大
き
な
ル
ー
ル
違
反
で
す
。

　

収
納
課
で
収
納
す
る
市
税
等
は
、
市（
県
）民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収

分
）・
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）が
あ
り
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
納
期
限
内
に
市

税
等
を
納
め
な
い
こ
と
を
滞
納
と
い
い
ま
す
。
滞
納
に
な
っ
た
場
合
、
督
促
状
や

催
告
書
、
訪
問
等
に
よ
り
納
税
を
促
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
が

な
い
場
合
に
は
、
地
方
税
法
・
国
税
徴
収
法
に
よ
り
差
押
等
の
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
安
定
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
財

源
確
保
と
公
平
性
の
維
持
向
上
を
図
る
た

め
、
本
年
度
、
市
長
を
本
部
長
と
し
収
納

対
策
推
進
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

推
進
本
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課

で
、
滞
納
者
に
対
す
る
催
告
の
強
化
、
滞

納
処
分
の
強
化
を
実
施
し
収
納
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

市
税
の
ほ
か
、
各
種
料
金
等
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

も
う
一
度
納
税

通
知
書
や
納
入
通
知
書
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
ら
す
ぐ
に
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
、
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

収
納
対
策
推
進
本
部
で
徴
収
強
化
を
行

う
市
税
、
使
用
料
等
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

担　当　課
那珂市役所の代表電話番号
�２９８－１１１１　　　　　　　

項　　　目

収納課（内線１７２、１７３）
保険課
（内線１４２、１４３、１４５、１４６）

市税（市県民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税等）

国民健康保険税

介護保険料、後期高齢者医療保険料

こども課（内線１３４）

市立保育所児童運営費徴収金

民間保育所児童運営費徴収金

学童保育費徴収金

都市計画課（内線３４４）市営住宅使用料

学校教育課（内線８２７８、８２７５）
幼稚園保育料

奨学資金貸付金

給食センター（那珂）（内線５６１）
学校教育課（内線８２７５）学校給食費

下水道課（内線８３７３、８３７６）

公共下水道事業受益者負担金

公共下水道使用料

農業集落排水整備事業分担金

農業集落排水使用料

水道課（内線８３６７、８３６８）水道料金、加入分担金

福祉課（内線１２６）高齢者住宅整備資金貸付金

保険課（内線１４５、１４６）高額療養費貸付金

�
�
�
�
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�
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広報なか２月号１１

　

督
促
、
催
告
、
納
税
相
談
等
に
応
じ
な

い
滞
納
者
に
対
し
、
市
で
は
差
押
え
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
差
押
え
の
対
象
と
な
る

財
産
は
動
産
、
債
権
（
給
与
、
預
金
、
年

金
、
生
命
保
険
契
約
、
売
掛
金
等
）、
不
動

産
、
自
動
車
等
で
す
。

　

ま
た
、
茨
城
県
内
市
町
村
が
設
立
し
た

「 
茨
城 
租
税
債
権
管
理
機
構
」に
事
案
を
引

※
１

き
継
ぎ
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
本
年
度
は
、
差
押
さ
え
た
２
件
の

不
動
産
を
公
売

    

し
、
売
却
代
金
を
滞
納
税

※
２

金
へ
充
当
し
ま
し
た
。

※
１　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
は
、
県
内
全

市
町
村
で
構
成
す
る
税
の
滞
納
者
に
対
す

る
強
制
的
徴
収
を
す
る
機
関
で
す
。
納
付

意
欲
の
な
い
者
、
高
額
滞
納
し
て
い
る

者
、
長
期
間
滞
納
し
て
い
る
者
に
対
し
、

市
に
か
わ
っ
て
差
押
え
を
し
、
な
お
か
つ

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
公
売
な
ど
を
し

ま
す
。
納
付
す
る
能
力
が
あ
り
な
が
ら
滞

納
す
る
不
公
平
な
面
が
改
善
さ
れ
る
こ
と

と
、
市
の
財
源
確
保
に
も
力
を
発
揮
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
２　

公
売

　

公
売
と
は
、
裁
判
所
が
行
う
競
売
と
同

様
に
、
差
押
え
不
動
産
を
入
札
ま
た
は
せ

り
売
り
に
か
け
、
落
札
代
金
を
滞
納
税
金

へ
強
制
的
に
充
て
る
処
分
の
こ
と
で
す
。

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


��

　

市
で
は
、
税
金
の
納
付
に
便
利
で
安
心

確
実
な
口
座
振
替
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
税
金
の
各
納

期
に
指
定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
手
続
方
法

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
通
帳
の
口
座

番
号
と
届
け
出
印
鑑
を
用
意
し
て
、
口
座

振
替
を
行
う
各
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）の
窓
口
で
申
し
込
み
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
各
金

融
機
関
、
郵
便
局
に
は
、
那
珂
市
専
用
の

口
座
振
替
依
頼
書
が
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。 �

�
�
�
�
�
�
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平成２０年度差押件数、公売実績ほか

●茨城租税債権管理機構へ移管実績・・・・３１件

水戸合同庁舎にある茨城租税債権管理機構

●常陽銀行　本・支店

●関東つくば銀行　本・支店

●茨城銀行　本・支店

●水戸信用金庫　本・支店

●茨城県信用組合　本・支店

●ひたちなか農業協同組合　各支店

●中央労働金庫　水戸支店

●ゆうちょ銀行・郵便局

●公売実績（平成２０年１１月末現在）

金　　　額件　　　数

８１１，０００円２件

●差押件数（平成２１年１月末現在）

合　計給与・年金預貯金不動産

６７件１件８件５８件

　

振
替
日
に
口
座
の
預
貯
金
が
不

足
し
て
い
る
と
、
振
替
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
預
貯
金
残
高
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転
出
や
死

亡
、
取
引
金
融
機
関
の
変
更
な
ど

で
、
振
替
口
座
が
な
く
な
っ
た

り
、
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
必

ず
申
し
込
み
の
金
融
機
関
で
口
座

振
替
の
取
消
や
変
更
の
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

に
は
、
金
融
機
関
で
の
申
し
込
み

手
続
後
、
１
〜
２
か
月
か
か
り
ま

す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
注
意
点
は
？

問い合わせ

収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２

収納課管理係

�２９８－１１１１　内線１７４

Ｅメール

syuunou@city.naka.lg.jp

口座振替のできる金融機関



１２

歴史民俗資料館だより

�

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
雛
人
形
展
を
２
月
７
日
よ
り
今

年
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
今
回
は
雛
祭
と
雛
人
形
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

三
月
三
日
は
五
節
句（
※
）の
一
つ 
上 

じ
ょ
う 

巳 し

の
節
句
で
、
一
般
的
に
は
桃
の
節
句
や
雛

祭
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
起
源

は
、
中
国
の
上
巳
節
と
い
う
、
三
月 
巳 
の

み

日
に
身
の 
穢 
れ
を
払
う
行
事
が
日
本
に
伝

け
が

わ
っ
た
も
の
で
、
平
安
時
代
、
三
月
巳
の

日
に 
無 む 
病 

び
ょ
う 

息  
災 
を
祈
願
す
る
行
事
が
貴
族

そ
く 
さ
い

の
間
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
災

い
や
穢
れ
を
身
代
わ
り
と
な
る
「 
形  
代 
」

か
た 
し
ろ

に
う
つ
し
川
に
流
す
も
の
で
、
形
代
は
紙

や
木
で
作
ら
れ
た
人
の
形
を
し
た
簡
素
な

物
で
し
た
。

　

こ
れ
と
は
別
に 
天  
児 
と 
這  
子 
を
子
供
の

あ
ま 
が
つ 

ほ
う 

こ

厄
除
け
の
た
め
に
飾
る
風
習
も
あ
り
ま
し

た
。
天
児
は
棒
を
十
字
に
組
み
着
物
を
着

せ
た
も
の
で
、
子
供
の
枕
元
に
飾
り
ま
し

た
。
一
方
這
子
は
、
布
製
の
簡
単
な
作
り

の
人
形
で
、
厄
除
け
と
し
て
子
供
の
身
に

付
け
さ
せ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
記
録

に
、
こ
の
天
児
を
雄
雛
、
這
子
を
雌
雛
に

み
た
て
飾
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
人
形
は
、
次
第
に
女
児
の
手
遊

び
に
も
用
い
ら
れ
「
ひ
い
な
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ひ
い
な
遊
び
を

す
る
女
児
の
姿
が
源
氏
物
語
に
も
描
か
れ

て
い
ま
す
。
い
つ
し
か
、
上
巳
の
節
句
と

ひ
い
な
遊
び
が
結
び
つ
き
雛
祭
の
原
形
と

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

現
在
の
よ
う
に
、
人
形
を
飾
り
お
祝
い
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。
江
戸
中
期
に
は
女
児
の
た

め
の
行
事
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

①
お 
内  
裏  
様 
と
お
雛
様
の
並
べ
方

だ
い 
り 
さ
ま

　

雛
人
形
は
宮
中
の
様
子
を
模
し
た
も
の

で
、
お
内
裏
様
と
お
雛
様
は
天
皇
・
皇
后

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
昔
、
向
か
っ
て

右
が
尊
い
席
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
お
内

裏
様
が
配
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明

治
時
代
、
文
明
開
化
と
と
も
に
西
洋
の
文

化
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

公
の
場
で
上
席
を
女
性
に
譲
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
大
正
天
皇
の
即
位
式
に
は
、

上
席
を
皇
后
に
譲
ら
れ
、
天
皇
が
向
か
っ

て
左
側
に
立
た
れ
た
そ
う
で
す
。
昭
和
天

皇
の
即
位
式
に
お
い
て
も
同
様
で
、
人
形

業
界
で
は
、
こ
の
昭
和
天
皇
の
即
位
式
に

 
倣 
っ
て
雛
人
形
の
並
べ
方
も
左
右
逆
に
し

な
らた

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
関
西
で
は
宮
中
の
し
き
た
り
を

守
り
、
今
で
も
向
か
っ
て
右
に
お
内
裏

様
、
左
に
お
雛
様
を
飾
る
と
こ
ろ
が
多
い

よ
う
で
す
。

②
雛
道
具
に
込
め
ら
れ
た
願
い

　

雛
道
具
は
、
お
雛
様
の
嫁
入
り
道
具
で

す
。
七
段
飾
り
を
基
準
に
見
て
み
る
と
、

下
２
段
に
そ
れ
ら
の
道
具
が
飾
ら
れ
ま

す
。 
箪
笥 
や
お
茶
の
道
具
な
ど
、
豪
華
な

た 
ん 
す

道
具
が
並
び
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
に

は 
蔦 
模
様
の 
蒔  
絵 
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
た 

ま
き 

え

蔦
は
生
命
力
が
強
く
茎
を
ど
ん
ど
ん
伸
ば

す
こ
と
か
ら
、
長
寿
や
繁
栄
の
象
徴
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
婚
礼
道
具
に
こ
の
蔦
を
途

切
れ
る
こ
と
な
く
描
く
こ
と
に
よ
り
、
成

長
し
て
嫁
い
だ
後
も
永
久
に
繁
栄
す
る
よ

う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

江戸時代の雛祭の様子
歌川国貞「風流古今十二月ノ内弥生」天保年間（１８３０～４３）

河出書房新社『江戸子ども百景』より

左：這子　右：天児
土浦市立博物館　図録『人形名撰
横浜の家のコレクション』より

一
月
七
日
… 
人  
日 （
七
草
）の
節
句

じ
ん 
じ
つ

三
月
三
日
… 
上 

じ
ょ
う 

巳 （
桃
）の
節
句

し

五
月
五
日
… 
端  
午 （

た
ん 

ご

 
菖 

し
ょ
う 

蒲 
）の
節
句

ぶ

七
月
七
日
… 
七
夕 （
星
）の
節
句

た
な
ば
た

九
月
九
日
… 
重 

ち
ょ
う 

陽 （
菊
）の
節
句

よ
う

※【
五
節
句
】

『
雛
祭
豆
知
識
』

蔦模様蒔絵が施された雛道具
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問い合わせ　�２９７－００８０

③
雛
祭
に 
菱  
餅 
を
飾
る
の
は
な
ぜ
？

ひ
し 
も
ち

　

ほ
と
ん
ど
の
雛
壇
に
菱
餅
が
飾
ら
れ
ま

す
。
緑
・
白
・
桃
色
の
三
色
は
雛
壇
を
一

層
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。
こ
の
菱
餅
に
も

ち
ゃ
ん
と
意
味
が
あ
る
の
で
す
。　　
　

　

ま
ず
は
色
で
す
が
、
雪
の
地
面
（
白
）

か
ら
草
木
が
芽
吹
き
（
緑
）
花
を
咲
か
せ

る
（
桃
色
）
様
子
、
す
な
わ
ち
春
の
訪
れ

を
表
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
宮
中
で
は

桃
色
の
餅
に
は
ク
チ
ナ
シ
、
緑
の
餅
に
は

蓬
を
い
れ
色
を
つ
け
た
そ
う
で
す
。
い
ず

れ
に
も
薬
効
が
あ
る
た
め
子
ど
も
に
薬
効

を
教
え
る
意
味
も
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
形
は
菱
形
の
鋭
角
で
厄

を
遠
ざ
け
る
と
か
、
魔
よ
け
の
意
味
の
あ

る
菱
の
実
の
葉
を 
模 
し
た
と
か
、
心
臓
を

も

 
模 
っ
た
も
の
だ
と
か
諸
説
あ
り
ま
す
。

か
た
ど

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
菱
餅
の
よ
う
な
小

さ
な
物
に
も
子
が
無
事
に
育
つ
よ
う
に

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す

ね
。

横
須
賀
家　

檀
飾
り
雛

　

当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
雛
人
形
の
う

ち
、
最
も
古
い
（
時
代
が
判
明
し
て
い
る

物
の
中
で
）
お
雛
様
で
す
。
明
治
７
年
に

当
家
の
長
女
誕
生
の
際
買
い
求
め
ら
れ
た

物
で
す
。
内
裏
雛
は
大
き
さ
が　
　

も
あ

３０
cm

り
、
面
長
に
切
れ
長
の
目
、
鼻
筋
が
通
っ

た
上
品
な
顔
立
ち
を
し
て
お
り
、
古
今
雛

（
現
代
の
雛
人
形
の
元
と
な
っ
た
と
さ
れ

る
江
戸
後
期
に
つ
く
ら
れ
た
お
雛
様
）
の

様
相
を
呈
す
る
大
変
立
派
な
お
雛
様
で

す
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
特
徴
的
な

の
は
一
緒
に
飾
ら
れ
る
人
形
で
す
。
三
人

官
女
や
五
人
囃
子
な
ど
が
一
般
的
で
す

が
、
横
須
賀
家
の
雛
壇
に
は
、
内
裏
雛
の

他
、
小
野
小
町
と
従
者
・
大
黒
天
・
福
禄

寿
・ 
三  
番  
叟 
・
小
夏
（

さ
ん 

ば 

そ
う

 
浄 

じ
ょ
う 
瑠  
璃 
劇
に
登
場

る 

り

す
る
美
女
）・
源
太
（
文
楽
人
形
に
登
場

す
る
二
枚
目
）
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　

と
い
う
の
は
、
明
治
の
初
期
の
頃
は
、

女
児
の
誕
生
に
あ
わ
せ
親
戚
縁
者
か
ら
内

裏
雛
の
ほ
か
に
縁
起
の
よ
い
人
形
が
単
体

で
贈
ら
れ
、
そ
れ
を
段
に
飾
る
風
習
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
横
須
賀
家
で
も
、
人

形
が
集
ま
っ
て
か
ら
大
工
に
頼
ん
で
雛
壇

を
あ
つ
ら
え
、
お
道
具
と
共
に
段
飾
り
に

し
た
そ
う
で
す
。

　

実
は
、
桃
の
節
句
に
飾
る
人
形
に
決
ま

り
は
無
い
そ
う
な
の
で
す
。
雛
人
形
が
一

般
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
子
供

の
成
長
を
祈
り
贈
る
雛
人
形
。
個
人
で
気

に
入
っ
た
人
形
を
好
き
な
よ
う
に
飾
る
の

も
良
い
そ
う
で
す
。
中
に
は
、
普
段
可
愛

が
っ
て
い
る
ぬ
い
ぐ
る
み
を
雛
人
形
と
一

緒
に
雛
壇
に
飾
る
と
い
う
お
宅
も
あ
る
よ

う
で
す
。

　

今
年
の
雛
祭
に
は
、
女
の
子
の
い
る
ご

家
庭
で
は
、
娘
さ
ん
と
一
緒
に
い
つ
も
と

少
し
違
っ
た
雛
飾
り
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

菱の葉
成美堂出版『野草・雑草観察図鑑』より

『
歴
史
民
俗
資
料
館
に

飾
ら
れ
る
人
形
』

　当館所蔵のほか市民の皆様よりお借りした

雛人形を展示します。また、つるし雛もあわ

せて展示し、展示室を色鮮やかに演出しま

す。

◆日　時　２月７日（土）～３月１５日（日）　　
　　　　　９時～１６時３０分
　　　　　（入館受付は１６時）
　　　　　※毎週月曜日休館　
◆場　所　市歴史民俗資料館　多目的ホール
◆入館料　無料
《講演会》
○日　時　３月８日（日）
　　　　　１０時～１１時３０分
○場　所　市歴史民俗資料館　多目的ホール
○講　師　桂雛人形師　小佐畑　孝雄　氏
○テーマ　「重ね色の世界」
○定　員　４０人　※定員になり次第締切
○申込方法　電話でお申込ください。
○申し込み・問い合わせ
　　　　　歴史民俗資料館　�２９７－００８０

季節展示「雛人形展」のおしらせ

横須賀家雛人形

　

資
料
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
古
い
お
雛

様
に
は
、
破
損
や
老
朽
化
に
よ
り
雛

壇
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
展
示
に
も

苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
き

つ
け
た
水
戸
市
末
広
町
の
人
形
店　

祐
月
で
、「
雛
人
形
展
を
盛
り
た
て

ら
れ
れ
ば
！
」
と
展
示
で
使
用
し
た

雛
壇
を
無
償
で
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ご
好
意
で
今
ま
で
以
上
に
展

示
が
引
き
立
つ
こ
と
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
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１４

新
春
恒
例
の
「
平
成

年

　

新
春
恒
例
の
「
平
成　

年
２１２１

那
珂
市
消
防
出
初
式
」
が
１

那
珂
市
消
防
出
初
式
」
が
１

月

日
、
那
珂
総
合
公
園
多

月　

日
、
那
珂
総
合
公
園
多

１１１１
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
消
防
本
部
や
消
防

た
。
市
消
防
本
部
や
消
防

団
、
自
衛
消
防
隊
、
婦
人（
女

団
、
自
衛
消
防
隊
、
婦
人（
女

性
）
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
総
勢

性
）
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
総
勢

８
１
６
人
が
参
加
し
、
地
域

８
１
６
人
が
参
加
し
、
地
域

防
災
へ
向
け
、
士
気
の
高
揚

防
災
へ
向
け
、
士
気
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
勤
続
功
労
者

　

ま
た
、
永
年
勤
続
功
労
者

や
、
優
良
分
団
の
表
彰
が
行

や
、
優
良
分
団
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
市
内
の
幼
年
消
防
ク

わ
れ
、
市
内
の
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
ラ
ブ（
市
立
幼
稚
園
８
園
）

（
市
立
幼
稚
園
８
園
）のの

子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
ら
し

子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
ら
し

い
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し

い
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

■茨城県知事表彰

永年勤続功労章を授与する職団員（３０年以上）

市消防団第３分団第３部部長　福田仁／市消防団第３分団
第１部班長　萩谷俊行／市消防団第３分団第３部団員　吉
成一男／市消防団第３分団第３部団員　岩佐政則／市消防
本部消防司令　増子正行／市消防本部消防司令　野口英雄
永年勤続功労章を授与する職団員（２０年以上）

市消防団第２分団第２部班長　山崎浩／市消防団第４分団
第１部班長　小池洋治／市消防団第４分団第２部班長　根
本浩一／市消防団第５分団第１部班長　勝山三郎／市消防
団第５分団第１部団員　澤幡誠士／市消防団第５分団第３
部部長　古田土浩／市消防団第７分団第１部団員　水野博
行／市消防団第９分団第２部部長　片岡満／市消防本部消
防司令補　森田伸一
自治体消防６０周年記念特別表彰（優秀消防職団員）

市消防団第２分団第３部団員　飛田壽人
市消防本部消防司令補　小薗井司
消防功労民間優良団体（防火思想の普及）

市平野婦人防火クラブ
■茨城県消防協会長表彰

勤続功労章授与する団員（３０年以上）

市消防団第３分団第３部部長　福田仁／市消防団第３分団
第１部班長　萩谷俊行／市消防団第３分団第３部団員　吉
成一男／市消防団第３分団第３部団員　岩佐政則／市消防
本部消防司令　増子正行／市消防本部消防司令　野口英雄
優良分団表彰   

市消防団第１分団   
親子消防団員表彰   

市消防団本部副団長　加藤昌次／市消防団第５分団第１部
団員　加藤秀次／市消防団第５分団第１部団員　加藤直人
永年勤続消防職団員妻女に対する感謝状を授与する妻女

市消防団第３分団第３部部長　福田仁妻女　福田スリーポ
ン／市消防団第３分団第１部班長　萩谷俊行妻女　萩谷美
登里／市消防団第３分団第３部団員　吉成一男妻女　吉成
雅江／市消防団第３分団第３部団員　岩佐政則妻女　岩佐
怜子／市消防本部消防司令　増子正行妻女　増子志津子／
市消防本部消防司令　野口英雄妻女　野口千秋

■那珂市消防団長表彰
感謝状を授与する団員（ポンプ車操法の部）

市消防団第３分団第１部（団員　小高義勝／団員　照沼
晃／団員　木名瀬貴章／団員　鈴木憲／団員　久米秀人
／団員　大内和男）
感謝状を授与する団員（小型ポンプ操法の部）

市消防団第９分団第１部（団員　勝村聡／団員　吉村　
勉／団員　龍崎武巳／団員　森義行／団員　大津篤司）
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
借
金
で
困
っ

て
い
る
か
た
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成　

年
４
月
か
ら
市
消
費
生

２０

活
セ
ン
タ
ー
で
は
聴
き
取
り
や
ア
ド
バ
イ

ス
だ
け
で
は
な
く
、
相
談
員
が
直
接
弁
護

士
や
司
法
書
士
に
法
律
相
談
の
予
約
を
取

り
、
当
事
者
が
相
談
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

借
金
問
題
を
解
決
し
て
い
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ　

那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
１
１
９

　

こ
の
場
合
、
現
在
の
債
務
額
は
少
な
い

の
で
す
が
、
ご
自
身
の
収
入
が
な
い
の
で

返
済
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
そ
こ

で
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
弁
護
士
に

連
絡
し
て
予
約
し
た
上
で
相
談
し
ま
し
た
。

　

結
果
、「
自
己
破
産
」
と
い
う
方
法
を

と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
法
律
扶
助
の

立
替
制
度
で
弁
護
士
費
用
を
立
て
替
え
て

も
ら
い
、
立
替
費
用
に
つ
い
て
は
毎
月
分

割
で
支
払
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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解
決

　

３
年
前
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
２
社
で
商

品
購
入
契
約
を
し
、
そ
の
後
、
生
活

費
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
消
費
者

金
融
２
社
か
ら
借
金
を
し
ま
し
た
。

　

夫
の
収
入
か
ら
払
っ
て
い
ま
し
た

が
、
自
分
は
働
い
て
い
な
い
た
め
支

払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
の

債
務
額
は　

万
円
ぐ
ら
い
で
す
が
、

９０

お
金
が
な
い
の
で
だ
れ
に
も
頼
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
い

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
か
た
は
、
借
金
額
は
多
額
で
す

が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
や
め
れ
ば
現
在
の
収

入
か
ら
払
っ
て
い
け
る
状
態
で
し
た
。

　

し
か
し
、
消
費
者
金
融
か
ら
の
借
入
金

利
が　

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
高
金
利
で

２０

あ
る
こ
と
か
ら
、
利
息
制
限
法
に
基
づ
い

た
金
利
で
借
入
当
初
か
ら
金
利
の
引
き
直

し
を
す
る
と
、
さ
ら
に
元
金
が
減
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
安
い
費
用
で
自
分

で
申
し
立
て
の
で
き
る
「
特
定
調
停
」
の

説
明
を
し
ま
し
た
。

解
決

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
も
と
で
借
金
を
す

る
よ
う
に
な
り
、
消
費
者
金
融
５
社

か
ら
借
金
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
足
り
な
く
な
り
、
親
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
債
務
額

は
３
０
０
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
し
な
け
れ
ば
、
給

料
か
ら
払
っ
て
い
け
る
と
思
う
の
で

す
が
、
借
金
の
整
理
を
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
か
た
は
、
取
引
期
間
が
長
く
、
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
で
真
面
目
に
払
い
続
け

て
い
る
た
め
、
過
払
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
法
律
の
専
門

家
に
予
約
を
取
り
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
か

な
り
の
過
払
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
過
払
い
金
返

還
請
求
訴
訟
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 解

決
　
　

年
以
上
前
か
ら
消
費
者
金
融
６

１０
社
か
ら
借
金
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
月
返
済
の
た
め
の
借
金
を
繰
り

返
し
、
自
転
車
操
業
状
態
に
陥
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
の
債
務
額
は

５
５
０
万
円
く
ら
い
で
す
。
真
面
目

に
払
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
借
金
が
な
か
な
か
減
り
ま
せ

ん
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
。
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解
決
の
手
順
手

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は

ま

来
所
相
談

来

来
所
し
て

所

相
談
員

相

と
員
と
面
談
面

法
律
相
談
の
談

予
約
予

法
律
相
談

解
　
　
決

で
き
る
だ
け
契
約
当
事
者
が
相
談
し
て

で
き
る
だ
け
契
約
当
事
者
が

く
だ
さ
い
（
債
務
状
況
が
分
か
る
書
類

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

を
用
意

て

だ

い
）

・
債
務
整
理
方
法
の
説
明

・
債
務
整
理
方
法
の
説
明

・
債
務
状
況
の
聴
き
取
り

・
相
談
カ
ー
ド
の
作
成

相
談
カ

の
作
成

・
弁
護
士
ま
た
は
司
法
書
士
に

・
弁
護
士
ま
た
は
司
法
書
士

　
予
約
を
取
る

　
予
約
を
取
る

・
相
談
者
が
予
約
日
に
出
向
い
て
相
談

・
相
談
者
が
予
約
日
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ヘルスメイトさんが作る健康料理�

����

■材料　（２～３人分）

納豆 ……………………………１パック　　
白魚 ……………………………５０ｇ　　　　
大和イモ ………………………１８０ｇ　　　　
ねぎ …………………………… １／２本　　　　
のり ……………………………１枚　　　　

※分量、納豆に入れるものもこだわること
なく、お好きなものをいれても良いと思
います。
※山芋を使うときは、まとまりづらいの
で、つなぎになるものを入れてみてくだ
さい。

■作り方

①大和イモはすりおろし、白魚、納豆、ねぎ
をみじん切りにして混ぜる

②スプーンですくって形を整えて揚げる
③お好みで、のりに乗せて揚げる

�����

　平成２０年１２月定例市議会において那珂市税条例
が改正され、「個人の市県民税（普通徴収分）」に
ついて、第１期の納期限内に全期分を一括で納付
された場合に交付していた「前納報奨金」が廃止
されます。
　なお、固定資産税・都市計画税については、制
度が継続されますが、平成２１年度は、評価替えに
伴い、第１期の納期限が４月から５月に変更にな
り、計算月数が変わります。
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問い合わせ

収納課管理係　�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

※前納報奨金の額が１００円未満のときは切り捨て
です。

※限度額は５０，０００円です。

前　納　月　数税　目
（第１期の納期限） 合計第４期第３期第２期

２１１０８３固定資産税・
都市計画税（４月）

１８９７２固定資産税・
都市計画税（５月）

■前納月数

前納報奨金の計算方法

前納報奨金 ＝
第２期
の税額

前納月数交付率× ×

○現在、市県民税を口座振替の「全期前納」
で申し込まれているかたで、「全期前納（一
括納付）」から「期別」への変更をご希望の
かたは、市役所（本庁）収納課窓口で、「市
税口座振替区分変更届」の手続きを行って
ください。

○引き続き「全期前納」を希望される場合は、
手続きは必要ありません。

全期前納による口座振替納税を

利用されているかたへ（ ）

固定資産税・都市計画税
交付率０．３５／１００
【継続されます】

個人の市県民税（普通徴収分） 廃止

前納報奨金

■身近に良くある材料、そして手軽に作れ
ますので、ぜひお試しください。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（成人食部会）

河原井房子さん
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賞受賞者は次のとおりです。（敬称
略）
【作文】鈴木知世（瓜連小）／中村杏南
（五台小）／古橋蓮寿（芳野小）／草野
友敦（額田小）／會澤沙紀（木崎小）／
石川美樹（芳野小）／佐藤はるか（瓜
連中）／上金佳奈（那珂一中）／根本
佳織（那珂三中）【図画】大和田侑里
（瓜連小）／眞�茜（瓜連小）／秋山勇
人（芳野小）／船橋花音（額田小）／青
山夢（五台小）／大津智美（菅谷東小）
／山�秀利（那珂二中）

��������	
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第４回「家庭の日」図画・作文発表会並びに表彰式典

　家庭の日にちなんだ図画と作文の
表彰と発表が１２月１３日、総合セン
ターらぽーるで開催されました。
　式では「作文の部」金賞の作品が
受賞者本人から発表され、会場から
たくさんの拍手が送られました。金

　那珂市新年賀詞交歓会が１月９日
にセンチュリープラザNAKAで開催
され、市関係者をはじめ市内各界代
表者などが出席しました。
　小宅市長は「社会情勢の変化に的
確に対応したまちづくりと、市民の
皆様との対話を大切にし、常に市民
の側に立った行政運営を心がけてま
いります」とあいさつ。また、アト
ラクションに那珂よさこい連、うり
づらランブ会の皆さんによる景気良
い踊りで会を盛り上げ、出席者は懇
親を深め新年を祝いました。

��������	
平成２１年 那珂市新年賀詞交歓会

　１２月９日市総合保健福祉センター
ひだまりで、妊婦さんを対象とした
デンタル教室が新たに開催されまし
た。那珂市歯科医師会の小林克男先
生による妊娠中の歯の知識や、口腔
ケアの重要性などの歯に関する講
義。宮本洋子歯科衛生士による虫歯
予防のブラッシング指導などが行わ
れました。参加された皆さんは、妊
娠中からお口の中をきれいにするこ
との大切さと、生まれてくるあか
ちゃんを虫歯にしないためにと熱心
に聞いていました。

��������	

おかあさんとおなかのあかちゃんのためのデンタル教室

　２月２０日から３月３１日までの期間
に開催される「第１１３回水戸の梅まつ
り」。日本三大名園の偕楽園には、
約１００品種３，０００本の梅の木が花を咲
かせます。この梅まつりのPRに
「２００９年水戸の梅大使」に選ばれた１０
人が１月２６日、那珂市を訪れまし
た。北関東自動車道も栃木県まで繋
がり、県外からもより多くの観光客
が期待される中、大使の皆さんは、
爽やかな笑顔とともに県内外を奔走
し、梅まつりのPRに活動をされてい
ます。

��������	

２００９年水戸の梅大使　来訪

　那珂市文化財愛護協会第３回公開
研修会が１１月２８日、市中央公民館で
開催され、元静岡大学教授の伊藤忠
夫さん（戸崎）が講師として招かれ
ました。「天然記念物－自然の理解
とエコロジー」と題した講演で伊藤
さんは、「市内に残る身近な自然と共
生していこうと心がけること、それ
がエコライフです」と語りかけまし
た。受講したかたがたも、郷土の自
然を見直すことで、自然から多くの
ことを学べるということを改めて実
感していました。

��������	

那珂市文化財愛護協会公開研修会
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　外山仁一さん（ひたちなか市）が
制作したビデオ作品「倭文織の里」
が茨城県芸術祭映像コンクールで奨
励賞を受賞したことを報告に１２月１
日、 倭  文  機 グループ「手しごと」の

し づ はた

代表者とともに小宅市長を訪ねまし
た。この「倭文織の里」は、同グルー
プの活動を追いながら、市内に古く
から伝わる倭文織を詳細に紹介した
作品。１１月９日に土浦市で開催され
た「２００８茨城県芸術祭映像コンクー
ル作品発表会」でも披露され、多く
の関心を集めました。

��������������
し づ

�������
おり

茨城県芸術祭映像コンクール奨励賞

　１月１５日、茨城県庁舎で平成２０年
度茨城県統計功労者表彰式が行わ
れ、市内からは、長年統計調査に携
わった統計調査員と統計グラフコン
クールで入賞した次のかたがたが表
彰されました。（敬称略）
■統計功労者受賞者【県知事表彰】

黒澤昭（本米崎）／【県統計協会総
裁表彰】鈴木文夫（後台）
■県統計グラフコンクール受賞者

【茨城統計協会会長賞】寺門由記（瓜
連中２年）、福島玲子（瓜連中２年）
【奨励校賞】菅谷小学校

��������	
茨城県統計功労者表彰式

■企画課市政情報室広報係

　�２９８－１１１１　内線４３７

　茨城県森林湖沼環境税助成事業の
茨城県元気な森林づくり活動支援事
業に認定されている下菅谷地区環
境・防犯推進協議会（会長：根本�
一）のボランティア作業が１２月２１日、
下菅谷駅付近の水郡線沿線市道脇で
行われました。竹やぶを竹林化する
ため余分な竹を切り、ウッドチップ
を林の中の道路に敷きました。散歩
しているかたからも好評で、安らぎ
の散歩道が整備されつつあります。
下菅谷地区の地域安全の波が協働の
まちづくりへと広がっていきます。

��������	

下菅谷地区環境・防犯推進協議会

　１１月２３日、第１回戸崎文化祭が戸
崎コミュニティセンターで開かれま
した。区内の大人や子どもたちから
募った絵画や写真、書、手芸、盆栽
などが展示されたほか、手作りの竹
とんぼや篠鉄砲、お手玉などの昔の
遊びをしたり、組対抗の玉入れ大会
などに夢中になったりと和気あいあ
いのお祭りに。世代間のふれあいを
通じて、お互いがきずなを深め合い
ました。地産地消をモットーに行っ
た芋煮会ではみんなで舌鼓を打ち、
心もお腹も温まった一日でした。

��������	
��
戸崎文化祭

　那珂ふるさと大使の宮下敏子さん
が１２月２５日のクリスマスの日に、児
童デイサービス（トイロの虹）も運
営する障がい者就労支援施設・ゴダ
イファクトリーを訪れ、クリスマス
会のゲストとして参加しました。
　クリスマスソングをはじめ、たく
さんのうたのプレゼントを贈る宮下
さん。純粋な心に真っ直ぐ届く歌声
は、一曲ごとに割れんばかりの拍手、
そしてアンコールの声と皆さんの心
を離さず、一緒に楽しく歌う素敵な
クリスマス会となりました。

��������	
�
ゴダイファクトリー・クリスマス会

　通年で三世代交流を進めている額
田いきいきサロンが１２月９日、高齢
者と額田小学校の６年生が一緒に、
年賀状づくりを額田中央公民館で行
いました。
　筆を使わずダンボールや爪楊枝な
どを使って書き上げ、二つとない味
わい深い年賀状ができました。一緒
に楽しみながら作った一枚一枚には
温かいメッセージが添えられ、たく
さんの交流を重ねて仲良しになった
高齢者と児童がお互いに、新年のあ
いさつにと送りました。

���������	
��
額田いきいきサロン　年賀状づくり
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地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　静・古徳古道を守る会が１２月７日、
古道内で林床整備のほか生い茂った
枝葉や篠を除伐するボランティア作
業を行いました。茨城県森林湖沼環
境税助成事業の茨城県元気な森林づ
くり活動支援事業に認定されている
同活動は、これまでも定期的に行わ
れ、静・古徳古道内にも明るい日差
しが差し込むなど確実に整備を進め
ています。同会の皆さんは、古道を
行き来した往時を 偲 びながら、地域

しの

の資産を大切にする心でこれからも
活動に力を尽くします。

��������	
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静・古徳古道を守る会

　なかなか塾主催の「新那珂八景写
生展」が１２月６日から１４日にかけて
開催され、会場の市中央公民館には
今回初めて参加した瓜連小学校をは
じめ市内の各小学校からの応募作品
約１５０点が掲示されました。
　展示作品は、なかなか塾と市民に
よって新たに制定された「新那珂八
景」をテーマに募集した新那珂八景
写生コンテストの出展作品で、常福
寺や総合公園などの新那珂八景を細
やかな描写や大胆な構図で仕上げた
いずれも力作がそろいました。

　今回、那珂市の美しい風景や自然
を一生懸命に描いてくれた子どもた
ち。彼らが大人になったときに、こ
れらの風景はどのような表情で迎え
てくれるでしょうか。そんな未来へ
の想像が膨らむ表現豊かな作品の
数々に、訪れたかたも感心しきりで
した。なお、入賞は次のとおりで
す。（順不同、敬称略）
■那珂市長賞　後藤聖也（本米崎小
６年）／■那珂市教育長賞　飛田諒
（菅谷小６年）、高橋佳奈（菅谷西小
５年）、加藤大輝（芳野小５年）／
■なかなか塾長賞　齋藤一真（瓜連
小５年）、勝山佳恵（木崎小６年）、
山田由佳（五台小６年）、小澤眸（菅
谷東小６年）、中島好郁（額田小６
年）、山崎清奈（額田小６年）、小澤
稔浩（本米崎小６年）

��������	
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新那珂八景写生展

　那珂太鼓保存会ジュニア部が１１月
２９日、ひたちなか市で開催された第
５回茨城太鼓祭り総務大臣杯日本太
鼓ジュニアコンクール茨城県予選に
出場し、金賞・準優勝・茨城県教育
委員会教育長賞のそれぞれの栄冠に
輝きました。
　小学校６年生から高校２年生まで
１０人編成で挑んだ今大会。週１回の
練習を欠かさない皆さんは、曲目
「新額田城出陣太鼓」で 渾  身 の演奏を

こん しん

披露し、勇壮な那珂太鼓がホール全
体を包み込みました。

��������	
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日本太鼓ジュニアコンクール茨城県予選入賞

　１１月１６日、中台二区のなみきまつ
りで開催された第９回世代間交流の
集いには、子どもたちやお年寄りな
ど約２２０人が参加して、和やかに交
流を深めました。
　大人たちが餅をつく間、子どもた
ちは輪投げや的当てゲームに興じ、
その面白さに目を輝かせていまし
た。また、第４回文化祭もあわせて
開催され、生け花、絵画、書道、押
し花、切り絵等の力作が展示される
中、体験教室の切り絵、フラワーア
レンジ等も実施されました。

��������	
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中台二区世代間交流の集い
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　男女共同参画の推進に功績
のあった県民や団体、事業所
に対し贈られる「 男 と 女 ・ハー

ひと ひと

モニー功労賞」表彰式が１１月
２８日に行われ、市内からは、
事業所の部で木内酒造合資会
社（鴻巣）が受賞しました。同
社は、女性の積極的な活用お
よび育成に努めるとともに、
女性ならではの感性を生かし
たものづくりを実践している
点が評価されました。
　また、男女共同参画推進月間
標語では、松川玲子さん（平
野）の作品「お互いの　個性
を引き出す　参画社会」が優
秀賞に輝きました。
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重
ね
活
動
さ
れ
て
い
る
の
が
『
倭
文

機
グ
ル
ー
プ「
手
し
ご
と
」』の
皆
さ
ん
で
す
。

機
グ
ル
ー
プ「
手
し
ご
と
」』の
皆
さ
ん
で
す
。

糸
の
素
材
と
な
る
楮
畑
が
静
峰
ふ
る
さ
と

　

糸
の
素
材
と
な
る
楮
畑
が
静
峰
ふ
る
さ
と

公
園
の
一
画
に
設
け
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
皆

公
園
の
一
画
に
設
け
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
は
、
一
年
を
と
お
し
て
草
刈
り
や
芽
欠

さ
ん
は
、
一
年
を
と
お
し
て
草
刈
り
や
芽
欠

き
な
ど
の
手
入
れ
を
惜
し
ま
ず
栽
培
し
て
い

き
な
ど
の
手
入
れ
を
惜
し
ま
ず
栽
培
し
て
い

ま
す
。
楮
は
冬
に
刈
り
い
れ
さ
れ
、
蒸
し
、

ま
す
。
楮
は
冬
に
刈
り
い
れ
さ
れ
、
蒸
し
、

冷
却
、
皮
む
き
、
楮
皮
の
灰
汁
炊
き
、
洗
い
、

冷
却
、
皮
む
き
、
楮
皮
の
灰
汁
炊
き
、
洗
い
、

陰
干
し
と
、
た
く
さ
ん
の
工
程
を
経
て
よ
う

陰
干
し
と
、
た
く
さ
ん
の
工
程
を
経
て
よ
う

や
く
糸
と
な
る
繊
維
を
取
り
出
し
て
い
ま

や
く
糸
と
な
る
繊
維
を
取
り
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
楮
を
糸
に
加
工
で
き
る
繊
維
の
取

す
。
こ
の
楮
を
糸
に
加
工
で
き
る
繊
維
の
取

り
出
し
方
を
確
立
す
る
ま
で
に
約
３
年
を
費

り
出
し
方
を
確
立
す
る
ま
で
に
約
３
年
を
費

皆
さ
ん
は
、
た
だ
復
元
す
る
だ
け
で
な

　

皆
さ
ん
は
、
た
だ
復
元
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
風
合
い
と
素
材
を
活
か
し
、
タ
ペ

く
、
そ
の
風
合
い
と
素
材
を
活
か
し
、
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
・
小
物
類
・
か
ば
ん
な
ど
に
し
て

ス
ト
リ
ー
・
小
物
類
・
か
ば
ん
な
ど
に
し
て

楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
作

楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
作

品
は
八
重
桜
ま
つ
り
な
ど
で
販
売
さ
れ
、
歴

品
は
八
重
桜
ま
つ
り
な
ど
で
販
売
さ
れ
、
歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
織
物
は
県
外
か
ら
訪
れ
た

史
を
感
じ
さ
せ
る
織
物
は
県
外
か
ら
訪
れ
た

観
光
客
の
か
た
に
も
、
興
味
と
関
心
を
寄
せ

観
光
客
の
か
た
に
も
、
興
味
と
関
心
を
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
ま
す
。

倭
文
機
グ
ル
ー
プ
「
手
し
ご
と
」
の
皆
さ

　

倭
文
機
グ
ル
ー
プ
「
手
し
ご
と
」
の
皆
さ

ん
は
、
現
在
の
織
物
に
比
べ
て
、
楮
か
ら
糸

ん
は
、
現
在
の
織
物
に
比
べ
て
、
楮
か
ら
糸

を
作
り
手
間
隙
を
か
け
て
織
る
大
変
な
作
業

を
作
り 
手  
間  
隙 
を
か
け
て
織
る
大
変
な
作
業

て 

ま 
ひ
ま

を
さ
れ
て
ま
す
が
、「
す
べ
て
手
づ
く
り
で
、

を
さ
れ
て
ま
す
が
、「
す
べ
て
手
づ
く
り
で
、

自
然
の
素
材
で
作
っ
た
素
朴
な
風
合
い
が

自
然
の
素
材
で
作
っ
た
素
朴
な
風
合
い
が

「「
倭
文
織
」
の
魅
力
で
す
」
と
、
地
域
に
伝

倭
文
織
」
の
魅
力
で
す
」
と
、
地
域
に
伝

わ
る
倭
文
織
に
愛
着
を
持
た
れ
、
研
究
と
作

わ
る
倭
文
織
に
愛
着
を
持
た
れ
、
研
究
と
作

品
作
り
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

品
作
り
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
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し 

づ 

は
た

や
し
た
そ
う
で
す
。

や
し
た
そ
う
で
す
。

こ
こ
ま
で
が
下
準
備
と
な
り
、
こ
の
繊
維

　

こ
こ
ま
で
が
下
準
備
と
な
り
、
こ
の
繊
維

と
な
っ
た
楮
を
細
く
裂
き
、
太
さ
を
そ
ろ
え

と
な
っ
た
楮
を
細
く
裂
き
、
太
さ
を
そ
ろ
え

な
が
ら
丁
寧
に
一
本
の
糸
へ
縒
っ
て
い
き
ま

な
が
ら
丁
寧
に
一
本
の
糸
へ 
縒 
っ
て
い
き
ま

よ

す
。
こ
の
糸
へ
と
縒
る
作
業
が
最
も
時
間
を

す
。
こ
の
糸
へ
と
縒
る
作
業
が
最
も
時
間
を

要
し
、
大
変
根
気
の
要
る
そ
う
で
す
。
皆
さ

要
し
、
大
変
根
気
の
要
る
そ
う
で
す
。
皆
さ

ん
の
織
ら
れ
て
い
る
倭
文
織
は
、
縦
糸
は
強

ん
の
織
ら
れ
て
い
る
倭
文
織
は
、
縦
糸
は
強

度
を
必
要
と
す
る
た
め
麻
や
綿
な
ど
使
い
、

度
を
必
要
と
す
る
た
め
麻
や
綿
な
ど
使
い
、

横
糸
に
楮
で
織
っ
て
い
る
た
め
、
縦
糸
に
も

横
糸
に
楮
で
織
っ
て
い
る
た
め
、
縦
糸
に
も

楮
を
使
っ
て
い
た
当
時
の
倭
文
織
再
現
に
は

楮
を
使
っ
て
い
た
当
時
の
倭
文
織
再
現
に
は

至
っ
て
な
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
栽
培
か

至
っ
て
な
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
栽
培
か

ら
手
掛
け
て
心
を
込
め
て
織
り
上
げ
た
時

ら
手
掛
け
て
心
を
込
め
て
織
り
上
げ
た
時

は
、
手
間
を
か
け
た
分
だ
け
喜
び
も
大
き
い

は
、
手
間
を
か
け
た
分
だ
け
喜
び
も
大
き
い

と
話
し
ま
す
。

と
話
し
ま
す
。

楮の木から
糸へ

楮を蒸す作業風景
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広報なか２月号２１

市民活動団体を紹介します
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こ
の
ほ
か
、
八
重
桜
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ

　

こ
の
ほ
か
、
八
重
桜
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
小
学
校
で
餅
つ
き
大

ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
小
学
校
で
餅
つ
き
大

会
を
実
施
し
た
り
と
市
民
と
の
交
流
も
大
切

会
を
実
施
し
た
り
と
市
民
と
の
交
流
も
大
切

に
し
て
い
る
皆
さ
ん
。「
み
ん
な
で
協
力
し

に
し
て
い
る
皆
さ
ん
。「
み
ん
な
で
協
力
し

な
が
ら
息
の
長
い
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

な
が
ら
息
の
長
い
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
加
藤
広
塾
長
が
話
す
よ
う
に
、

で
す
ね
」
と
加
藤
広
塾
長
が
話
す
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の

こ
れ
か
ら
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の

よ
り
一
層
の
参
画
を
目
指
し
、
塾
生
一
人
ひ

よ
り
一
層
の
参
画
を
目
指
し
、
塾
生
一
人
ひ

と
り
が
、

と
り
が
、��
き
ら
り
と
光
る
ま
ち

き
ら
り
と
光
る
ま
ち
��
の
実
現
に

の
実
現
に

向
け
て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
み
を
進
め
て

向
け
て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

平
成
８
年
の
創
設
以
来
、

年
間
に
わ
た

　

平
成
８
年
の
創
設
以
来
、　

年
間
に
わ
た

１３１３

り
市
内
で
息
の
長
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

り
市
内
で
息
の
長
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
る
な
か
な
か
塾
は
、
現
在

人
の
塾
生

続
け
る
な
か
な
か
塾
は
、
現
在　

人
の
塾
生

２９２９

を
擁
し
、
ひ
た
む
き
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

を
擁
し
、
ひ
た
む
き
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。「
那
珂
市
の
自
然
や
歴
史
に
触
れ
な
が

す
。「
那
珂
市
の
自
然
や
歴
史
に
触
れ
な
が

ら
市
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
明
る
い
豊
か
な

ら
市
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
明
る
い
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
」

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
」

と
い
う
情
熱
が
、
皆
さ
ん
の
活
動
の
原
動
力

と
い
う
情
熱
が
、
皆
さ
ん
の
活
動
の
原
動
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。

那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
県
道
脇

　

那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
県
道
脇

の
花
壇
が
一
年
中
色
と
り
ど
り
の
花
々
で
彩

の
花
壇
が
一
年
中
色
と
り
ど
り
の
花
々
で
彩

ら
れ
て
い
る
風
景
を
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で

ら
れ
て
い
る
風
景
を
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で

す
か
。
実
は
、
こ
の
花
壇
の
整
備
や
周
辺
道

す
か
。
実
は
、
こ
の
花
壇
の
整
備
や
周
辺
道

路
の
清
掃
な
ど
の
美
化
活
動
を
一
手
に
引
き

路
の
清
掃
な
ど
の
美
化
活
動
を
一
手
に
引
き

受
け
て
い
る
の
が
な
か
な
か
塾
の
皆
さ
ん
で

受
け
て
い
る
の
が
な
か
な
か
塾
の
皆
さ
ん
で

す
。
茨
城
県
道
路
里
親
制
度
に
認
定
さ
れ
て

す
。
茨
城
県
道
路
里
親
制
度
に
認
定
さ
れ
て

い
る
こ
の
活
動
で
、「
い
つ
も
花
が
途
切
れ
な

い
る
こ
の
活
動
で
、「
い
つ
も
花
が
途
切
れ
な

い
よ
う
に
」
と
、
ひ
ま
わ
り
、
パ
ン
ジ
ー
、

い
よ
う
に
」
と
、
ひ
ま
わ
り
、
パ
ン
ジ
ー
、

サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花
を
季
節
に
合
わ
せ
て
栽

サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花
を
季
節
に
合
わ
せ
て
栽

培
し
て
い
ま
す
。
常
に
美
し
さ
を
保
っ
て
い

培
し
て
い
ま
す
。
常
に
美
し
さ
を
保
っ
て
い

る
の
は
、
塾
生
の
ほ
か
水
戸
農
業
高
等
学

る
の
は
、
塾
生
の
ほ
か
水
戸
農
業
高
等
学

校
、
那
珂
高
等
学
校
、
な
る
み
園
を
は
じ
め

校
、
那
珂
高
等
学
校
、
な
る
み
園
を
は
じ
め
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白
鳥
の
飛
来
地
一
の
関
池
と
古
徳
沼
／
宮

の
池
と
不
動
院
／
笠
松
運
動
公
園
／
幸
久

橋
と
額
田
神
社
／
粟
原
の
釣
場
と
下
河
原

／
清
水
寺
と
五
台
文
教
地
区
／
県
民
の
森

周
辺
と
総
合
公
園
／
下
江
戸
河
原
と
千
代

橋
／
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
と
静
神
社
／
常

福
寺
と
瓜
連
城
跡

な
か
な
か
塾
は
、
塾
生
お
よ
び
個
人
・
法
人

な
か
な
か
塾
は
、
塾
生
お
よ
び
個
人
・
法
人

の
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

の
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
課
自
治
推
進
係

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
課
自
治
推
進
係

（（
��
２
９
８
・
１
１
１
１

内
線
４
８
４
）・

２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
４
８
４
）・

な
か
な
か
塾
副
塾
長

卜
部
一
弘
（

な
か
な
か
塾
副
塾
長　
 
卜
部 
一
弘
（
��
０
９
０
９

う
ら
べ

０
・
１
６
９
２
・
６
４
１
３
）

０
・
１
６
９
２
・
６
４
１
３
）
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と
し
た
協
力
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
除
草
な

と
し
た
協
力
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
除
草
な

ど
の
地
道
な
作
業
に
よ
る
も
の
で
、
全
員
の

ど
の
地
道
な
作
業
に
よ
る
も
の
で
、
全
員
の

力
が
大
き
な
実
と
な
っ
て
、
市
内
の
環
境
美

力
が
大
き
な
実
と
な
っ
て
、
市
内
の
環
境
美

化
の
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

化
の
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
環
境
美
化
」
の
ほ
か
に
、
同
塾
が

　

こ
の
「
環
境
美
化
」
の
ほ
か
に
、
同
塾
が

目
標
と
す
る
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

目
標
と
す
る
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
と
観
光
資
源
開
発
」。

る
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
と
観
光
資
源
開
発
」。

こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
同
塾
は
平
成
９
年
に

こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
同
塾
は
平
成
９
年
に

「「
那
珂
八
景
」
を
制
定
し
、
こ
れ
ま
で
郷
土
の

那
珂
八
景
」
を
制
定
し
、
こ
れ
ま
で
郷
土
の

魅
力
の
再
発
見
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

魅
力
の
再
発
見
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
那
珂
市
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
昨

そ
し
て
、
那
珂
市
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
昨

年
８
月
、
瓜
連
地
区
を
加
え
た
「
新
那
珂
八

年
８
月
、
瓜
連
地
区
を
加
え
た
「
新
那
珂
八

景
」
を
市
民
か
ら
の
公
募
に
よ
り
制
定
し
、

景
」
を
市
民
か
ら
の
公
募
に
よ
り
制
定
し
、

市
内
の
歴
史
資
産
や
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付金アンケート」等と名乗り、ダイヤ
ル操作を促す音声ガイダンス（テープ）
が流れるというものです。
○総務省では「政府給付金アンケート」
といったアンケート調査は行ってお
りませんので、ガイダンスに従わ
ず、そのまま電話を切るようにお願
いいたします。

問い合わせ／

市消費生活センター　�２９８－１１１１

内線１１８

市企画課企画調整係　�２９８－１１１１

内線４３２

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，６６７人

　（平成２０年１２月末現在・
 前月比４３人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額 ２億７，６５４万円

　（平成２０年１２月・
 前月比１，４１２万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ４期

○国民健康保険税（普通徴収） ８期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ８期

○介護保険料（普通徴収）　６期

納期限：３月２日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 人の動き �

那珂市の人口（１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，７５１人 （＋３）
　女　　　２８，５５５人 （－１１）
　計　　　５６，３０６人 （－８）
世帯数　　２０，４５３世帯 （＋４）

○出生　３６人
○死亡　５０人

（１２月１日～３１日）

１１月１５日～１月１４日（敬称略）

菅谷　柏村 ５０，０００円
ぴっぴお話の会　南波哲龍
 ４，４０３円
高齢者クラブ連合会
　女性委員会手芸部 ３，０００円
マドレーヌ １０，０００円
額田城跡保存会　原 ４，６１２円
三菱マテリアル（株）、
　三菱原子燃料（株） ２０，０００円
（独）日本原子力研究開発機構
　那珂核融合研究所 １０８，９４０円
給食サークルパンプキン ２，６８３円
匿名 ３０，０００円
野木利三郎 ２０，０００円
水戸ヤクルト販売（株）那珂センター
 ５０，０００円
（株）海野農機商会 ２０，０００円
那珂市女性団体連絡会後台３区支部
　　　　　　　　　　　２０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 ９，０７０円
ボーイスカウト那珂第３団
 ２８，８８４円
飯田芳陽会 ２８，９８０円
ガールスカウト茨城県第３７団
 ２１，７２１円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

　１２月１６日、（独）国際協力機構筑
波国際センターから青年海外協力
隊のボランティアとして派遣され
る菅谷出身の小池英智さんが小宅
市長を訪れました。小池さんは２
年間、ヨルダンの職業訓練公社で
就職支援の活動を行ってきます。

��������	
�

水戸ヤクルト販売（株）
那珂センターのみなさん

ボーイスカウト那珂第３団
のみなさん

ガールスカウト茨城県第３７団
のみなさん
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／３月１７日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室　

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／３月１９日（木）　※受付は先着順
　　　１０：００～１５：００（昼休みを除く）
場所／市役所（本庁）５階会議室
開設相談／

○行政相談
　国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望
○人権相談
　人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど
相談員／行政相談委員、人権擁護委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／３月４日（水）、１１日（水）、
１８日（水）、２５日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／３月１８日（水）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯科衛生士による個別相談

歯垢染め出し・ブラッシング指
導・歯に関する相談
※希望時、身体計測（身長・体重）
や子育てに関する相談（保健師）
もできます。

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　定額給付金の給付を装った「振り込
め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注
意ください。
　今般、与党において決定された「定
額給付金」については、住民の皆様へ
の連絡や給付を行う段階ではありませ
ん。具体的な給付の方法などが決まり
次第、速やかに広報します。
　このため、「定額給付金」に関して、
○市区町村や総務省などがATM（銀
行・コンビニなどの現金自動預払機）
の操作をお願いすることは、絶対に
ありません。
○ATMを自分で操作して、他人からお
金を振り込んでもらうことは絶対に
できません。
○市区町村や総務省などが、「定額給付
金」の給付のために、手数料などの
振込を求めることは絶対にありませ
ん。
○現時点で、市区町村や総務省などが
住民の皆様の世帯構成や銀行口座の
番号などの個人情報を照会すること
は、絶対にありません。
不審な電話にご注意を／

　かかってきた電話を取ると、「政府給

��������
法律相談

こども歯科相談のおしらせ

心配ごと相談

��������

１日　那珂クリニック （中台）
 �２９５－９８００

８日　ののがき脳神経外科クリニック（中台）
 �３５２－０５５５

１５日　岡田クリニック （後台）
 �２７０－８１８８

２０日　小宅内科医院 （菅谷）
 �２９８－００５０

２２日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
 �２９５－５３８６

２９日　ルリア記念クリニック（中里）
 �２９６－３３３３

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

行政・人権相談を開設します

気をつけて!!

�
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問い合わせ 
環境課環境衛生係 
２９８－１１１１　内線２５４ 

犬鑑札と狂犬病予防注射済票が
かわいいデザインに変わります

　平成２１年４月１日から、犬鑑札
が小判型から犬型に変更になりま
す。“犬を飼っているが市への登
録はしていない”かたは、犬の登
録をして、かわいい鑑札を受け
取ってください。
◎新規登録手数料…１，６００円
※新しい鑑札に交換したい場合
は、再交付手数料１，２００円が必
要です。

※狂犬病予防注射済票は、長方形
からハート型（平成２１年度は青
色）に変更になります。

動物愛護推進員

勝村真澄さん（杉）

　私は、平成２０年度に茨城県知事から
委嘱を受け、動物愛護推進員をしてい
ます。主な活動内容は、適正な飼養に
ついて飼い主のかたがたの理解を深めるため、県が主催す
る動物愛護フェスティバル、子犬の譲渡会、犬のしつけ教
室などへの協力や、市が行う狂犬病の予防注射に参加して
啓発活動を行うことです。
　犬を飼い始めたら、まず市に登録をして、狂犬病の予防
注射を受けなければなりません。登録することで、もし行
方不明になっても、たった一枚の鑑札で助かる命もあるの
です。また、狂犬病は、国が指定する動物由来感染症の一
つです。飼い主は、狂犬病の予防注射を受けなくてはなり
ません。
　皆様は、一生涯飼育（終生飼育）という言葉をご存じで
しょうか？寿命をまっとうするまで飼養するという意味で
す。動物も、医療の発達により高齢化が進んでいます。そ
れゆえ、今まで以上の理解をしていただき、責任ある飼養
が求められています。
　動物愛護推進員としての今後の私の課題は、そのための
手助けが少しでもできるように、地域に根ざした活動を
行っていき、飼い主のかたがたとの相互理解に努めたいと
思っています。

近世の文化遺産を訪ねてみましょう。
今回は「民家」についてです。

■鈴木家住宅（県指定文化財）

　鈴木家は、水戸藩２代藩主徳川光圀の養女「万姫」が
嫁に入った家として知られ、「御殿」とも称されています。
形は寄せ棟の質素な 直  屋 です。 

すご や

　鈴木家住宅には、光圀をはじめ歴代の藩主が西山荘・
瑞龍山墓所への往復の際に休憩所として必ず立ち寄って
います。その書院が今に残り、葵紋入りの什器類や関連
の古文書類も大切に保存されています。書院の前には、
光圀お手植えのモチノキ（市指定天然記念物）がありま
す。しかも２本が対に
なっている大変珍しく
貴重なものです。市内
には、ほかにも県・市
指定のモチノキがあり
ますが、いずれも単独
の木です。

■曲がり屋

　戸崎村の庄屋であった寺門家の曲がり屋は、突出部は
カブト屋根となっている風格のあるものです。木栓の墨
書から文久２年（１８６２年）、今から１４７年前の建築と分か
ります。曲がりは風除けでもあり、広い作業用土間を確
保することでもあり、二階は多くは養蚕用であったとさ
れています。馬小屋からは、家族同様に大切にされた馬
の 嘶 きが聞こえてきそうです。長屋門や黒板塀、土蔵や

いなな

木倉などがそろった見事なものでした。
　平成１１年に、一の関ため池親水公園内に移築されまし
たが、単なる建物保存
ではなく、毎日の生活
の息吹を伝えながら維
持管理されているとこ
ろに大きな特色があり
ます。

■問い合わせ

　歴史民俗資料館（那珂総合公園内）

　�２９７－００８０　那珂市戸崎４２８－２

犬鑑札

注射済票

一生涯飼育（終生飼育）を！
責任ある飼養が求められています
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酒
出 

小
井
戸　

は
つ 

　

歳
９１

横
堀 

田
那
辺　

と
よ 

　

歳
９４

後
台 

沼
田　
　

�
ん 

　

歳
９６

静 

先
�　
　

勇 

　

歳
８５

本
米
崎 

青
砥　
　

義
徳 

　

歳
８２

額
田
北
郷 

中
島　
　

綾
子 

　

歳
８１

額
田
南
郷 

寺
門　
　

武
夫 

　

歳
７９

菅
谷 

目
幡　
　

武
久 

　

歳
６６

瓜
連 

�
寄　
　

瀧
次
郎 

　

歳
９６

中
里 

�
部　
　

し
づ
江 

　

歳
６４

額
田
東
郷 

鈴
木　
　

俊
美 

　

歳
８４

東
木
倉 

根
本　
　

静
江 

　

歳
８５

飯
田 

間
宮　
　

英
忠 

　

歳
７３

平
野 

飛
田　
　

政
利 

　

歳
８８

豊
喰 

木
村　
　

は
な 

　

歳
８９

南
酒
出 

根
本　
　

正
晴 

　

歳
７５

瓜
連 

生
天
目　

律
子 

　

歳
８５

後
台 

塩
野　
　

三
千
子 

　

歳
８３

中
台 

伊
藤　
　

節
子 

　

歳
８９

田
崎 

�
間　
　

文
江 

　

歳
８５

菅
谷 

大
�　
　

二
夫 

　

歳
８８

飯
田 

秋
山　
　

ふ
ゆ 

　

歳
９４

飯
田 

寺
門　
　

義
明 

　

歳
８７

横
堀 

中
庭　
　

ナ
ミ 

　

歳
８４

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

植
村　
　

秀
太 

秀
一

飯
田 

櫻
井　
　

愛
美 

直
夫

鹿
島 

細
貝　
　

遥
来 

真
一

後
台 

佐
藤　
　

篤
樹 

雅
明

菅
谷 

中
村　
　

遙
汰 

貴
弘

戸
崎 

長
山　
　

颯
真 

幸
浩

額
田
北
郷 

鈴
木　
　

漱
伽 

一
浩

菅
谷 

茂
呂　
　

心
陽 

敏
美

額
田
南
郷 

加
藤　
　

心
花 

正
和

菅
谷 

�
池　
　

隼
人 

則
幸

額
田
南
郷 

松
本　
　

琉
希 

正
孝

菅
谷 

�
畑　
　

圭 

博
人

菅
谷 

�
畑　
　

怜 

沙
織

菅
谷 

阿
久
津　

直
翔 

雅
史

中
里 

鈴
木　
　

み
な
み 

俊
三

菅
谷 

森
川　
　

葵 

拓
也

菅
谷 

平
山　
　

健
太 

満

飯
田 

芦
間　
　

柊
哉 

正
人

戸
崎 

桧
山　
　

紳
二
郎 

裕
一

中
台 

長
山　
　

暖
真 

和
洋

菅
谷 

鈴
木　
　

優
奈 

政
裕

菅
谷 

飛
田　
　

�
音 

知
昭

瓜
連 

檜
山　
　

悠
太 

伸
也

菅
谷 

小
塙　
　

万
滉 

誠

鴻
巣 

軍
司　
　

裕
飛 

勝
也

杉 

渡
邊　
　

蓮 

智
久

菅
谷 

�
澤　
　

樂 

慶
一

菅
谷 

黒
澤　
　

み
な
み 

英
介

菅
谷 

小
松
�　

潤 

竜

�
�
�
�
�

�

�

��

�
�
�
��

�
�
�

��

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�

額
田
北
郷 

中
原　
　

鉄
雄 

　

歳
５７

南
酒
出 

根
本　
　

不
二
夫 

　

歳
７９

南
酒
出 

片
岡　
　

良
夫 

　

歳
８６

門
部 

大
内　
　

信 

　

歳
８８

瓜
連 

佐
々
木　

ふ
ぢ
ゑ 

　

歳
８５

戸
崎 

平
松　
　

春
江 

　

歳
７６

本
米
崎 

萩
野
谷　

時
夫 

　

歳
９２

中
里 

橋
本　
　

冬
吉 

　

歳
９７

平
野 

関
根　
　

智 

　

歳
７９

門
部 

勝
山　
　

一
男 

　

歳
７９

戸 

�
橋　
　

正
美 

　

歳
８３

戸
崎 

寺
門　
　

正
子 

　

歳
９２

額
田
南
郷 

松
本　
　

喜
義 

　

歳
６４

額
田
北
郷 

柴
田　
　

五
郎 

　

歳
８２

瓜
連 

大
島　
　

き
み 

　

歳
８７

菅
谷 

加
藤　
　

美
知
江 

　

歳
９５

戸
崎 

鴨
志
田　

梅
子 

　

歳
８０

戸 

吉
沢　
　

千
江
子 

　

歳
８０

門
部 

�
澤　
　

き
� 

　

歳
８５

菅
谷 

池
田　
　

米
男 

　

歳
８８

菅
谷 

大
木　
　

オ
キ
チ 

　

歳
９６

後
台 

石
川　
　

和
正 

　

歳
７７

古
徳 

岩
上　
　

忠
夫 

　

歳
７５

福
田 

亀
井　
　

タ
イ
子 

　

歳
８２

飯
田 

小
林　
　

一
之 

　

歳
８９

鴻
巣 

大
内　
　

き
く
の 

　

歳
９３

下
大
賀 

栗
原　
　

信 

　

歳
９２

菅
谷 

鈴
木　
　

ウ
ラ 

　

歳
９２

後
台 

山
田　
　

進 

　

歳
８１

飯
田 

川
�　
　

康
次 

　

歳
８４

瓜
連 

小
寺　
　

重
忠 

　

歳
８０

瓜
連 

�
田　
　

さ
き 

　

歳
９５

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。
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■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００
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父・郁男さん　母・智恵さん
２月１４日生まれ（古徳）

父・敬司さん　母・千聡さん
２月６日生まれ（菅谷）

父・雅司さん　母・美紀さん
２月２４日生まれ（菅谷）

兄
弟
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！

き
ょ
う
だ
い
３
人
ず
っ
と
仲
良
く
ね

笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
！

��������� ��

み はる

������ ��

つばさ

�������
しゅん

��� ��

た

����������������
２月 February ３月 March

土金木水火月日

７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９

���������	

【一般図書】
●「天国と地獄」赤川次郎／新潮社
●「夕映え天使」浅田次郎／新潮社
●「動かぬが勝」左江衆一／新潮社
●「仮想儀礼」篠田節子／新潮社
●「ハーモニー」伊藤計劃／早川書房
●「はて、面妖」岩井三四二／光文社
●「短劇」坂木司／光文社
●「雪山冥府図」澤田ふじ子／光文社
●「スノーホワイト」谷村志穂／光文社
●「判決の誤差」戸梶圭太／双葉社
●「エッジ（上・下）」鈴木光司／角川書店
●「残される者たちへ」小路幸也／小学館
●「ハブテトルハブテトラン」
　　　　　　　　中島京子／ポプラ社
●「おはよう、水晶－おやすみ、水晶」
　　　　　　　　笙野頼子／筑摩書房
 ほか　　

��������������
いつもそばにいてくれたのは、大好
きな女友だち。
カメラマンの早季子、２９歳。インテ
リアデザイナーの遼子、３６歳。大学
院生の悠、２３歳。恋に仕事に揺れる
女性たちの、年齢もバックグラウン
ドも異なるからこその、大人の友情
と新しい恋を描く作品。
（集英社ホームページから）
野中柊／集英社

��������������
代々伝わる高価な壺を手に、老舗骨
董品店の女将が姿を消した。秋の京
都を取材で訪れていた浅見光彦は、
彼女と壺の行方探しを頼まれる。そ
の頃、清水寺の裏手で女性の他殺体
が発見され……。待望の浅見シリー
ズ最新刊
（角川書店ホームページから）
内田康夫／角川書店

土金木水火月日

７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

休館日
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１
９
９
８
年
に
冬
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
長
野
県
が

私
の
古
里
で
す
。
今
で
も
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
大
会
の
会
場
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
年
な

ら
お
正
月
に
庭
で
そ
り
滑
り
の
台

が
作
れ
る
ほ
ど
雪
が
あ
り
ま
す

が
、
今
年
は
小
さ
な
雪
だ
る
ま
を

一
つ
作
る
の
が
精
一
杯
で
し
た
。

　

有
名
な
善
光
寺
さ
ん
は
里
帰
り

す
る
と
必
ず
訪
れ
る
親
し
み
の
あ

る
お
寺
で
す
。
す
ぐ
近
く
に
創
立

百
年
を
と
っ
く
に
超
え
た 
城 

じ
ょ
う 
山 
小

や
ま

学
校
が
あ
り
ま
す
。
私
が
通
っ
た

学
校
で
、
当
時
の
木
造
校
舎
は
も

う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
善
光
寺
周
辺

の
店
の
子
ど
も
が
同
級
生
に
い

て
、
遊
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
当
時
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
も

学
校
へ
ま
た
遊
び
に
出
か
け
、
鉄

棒
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
飛
行
機
と
び

な
ど
を
練
習
し
、
手
の
ま
め
を
何

度
も
つ
ぶ
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
遊
び
と
い
え
ば
、
缶
け
り
や

鬼
ご
っ
こ
な
ど
、
友
達
が
多
く
な

く
て
は
で
き
な
い
こ
と
で
、
今
の

遊
び
方
と
は
違
っ
て
い
る
と
つ
く

づ
く
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

当
時
は
も
っ
と
雪
が
多
か
っ
た

の
で
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
竹
ス
キ
ー

を
２
本
差
し
て
、
長
靴
で
登
校

し
、
学
校
に
着
く
と
坂
道
を
探
し

て
は
竹
の
上
に
乗
っ
て
滑
っ
て
い

ま
し
た
。
冬
は
雪
と
遊
ぶ
し
か
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

日
曜
日
に
は
家
族
で
黒
姫
ス

キ
ー
場
へ
よ
く
行
き
ま
し
た
。
ス

キ
ー
の
先
生
は
父
で
、
小
さ
な
弟

も
ス
キ
ー
を
履
き
、ヘ
ビ
の
よ
う
に

後
か
ら
つ
い
て
行
き
覚
え
ま
し
た
。

　

正
月
に
帰
っ
た
と
き
は
、
長
野

市
豊
野
町
の
り
ん
ご
の
湯
に
出
か

け
、
ゆ
っ
く
り
と
り
ん
ご
の
浮
か

ん
だ
湯
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
が
お
気
に
入
り
で
す
。
周
り
一

面
が
り
ん
ご
畑
で
、
遮
る
物
も
な

く
、
遠
く
に
雪
山
が
連
な
り
ま
さ

に
絶
景
で
す
。
最
近
は
こ
の
近
く

か
ら
り
ん
ご
を
送
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

年
に
２
回
ほ
ど
帰
る
と
私
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
与
え
て

く
れ
る
古
里
、
両
親
に
「
あ
り
が

と
う
」。

�

香
を
放
ち
寄
り
て
は
離
る
柚
子
湯
か
な 

益　

子　

春　

子

惜
し
み
つ
つ
破
る
表
紙
の
初
暦 

雨　

宮　

文　

枝

再
検
の
夫
深
々
と
冬
帽
子 

高　

野　

祝　

子

初
春
や
言
葉
覚
え
し
子
を
囲
み 

宇
佐
美　

和　

子

山
茶
花
の
音
な
く
散
り
て
留
守
の
家 

大　

森　
　
　

滿

冬
晴
れ
や
守
護
神
の
ご
と
遠
筑
波 

飯　

島　

京　

子

万
感
の
思
い
沈
め
て
冬
夕
焼 

藤　

岡　

み
ち
子

反
論
を
腹
に
納
め
て
松
の
内 

筒　

井　

か
よ
子

磴
百
段
も
み
ぢ
降
り
つ
む
峡
の
寺 

浅　

野　

と
し
子

霜
の
萎
え
陽
に
起
き
あ
が
る
青
菜
か
な 

草　

野　

ゆ
た
か

大
旦
遠
き
日
の
景
色
淡
し 

會　

澤　

ち
い
子

初
霜
や
ペ
ダ
ル
踏
む
子
の
頬
紅
し 

海　

後　
　
　

甫

錆
鮎
の
息
吹
き
返
す
姿
塩 

井　

上　

淑　

子

【俳　句】あせび句会

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐい

文
庫
本
片
手
に
眠
る
特
急
の
乙
女
は
椅
子
に
深
く
夢
見
る 

大　

森　
　
　

満

 
皸 

あ
か
ぎ
れ

も 
胼  
胝 
も
懐
し
境
内
の
公
孫
樹
古
木
に
し
ば
し
頬
寄
す 

加　

藤　
　
　

要

た 

こ

水
戸
八
景
を
巡
る
に
お
よ
そ
百
粁
と
藩
士
の
心
身
鍛
へ
た
り
と
ふ 

草　

野　
　
　

豊

チ
ロ
チ
ロ
と
薪
の
炎
の
や
さ
し
く
て
子
の
リ
ビ
ン
グ
は
う
た
た
寝
さ
そ
ふ 

夷　

針　

利
理
子

ヒ
ー
ル
の
音
が
高
く
響
け
る
地
下
道
に
着
の
身
で
眠
る
土
色
の
男 

仲　

沢　

照　

美

「
ゴ
ン
」
と
い
ふ
犬
が
我
が
家
に
来
し
日
よ
り
大
型
ゆ
え
に
老
も
た
じ
た
じ

 

中　

崎　

美
登
利

枝
交
は
し
枝
交
は
し
冬
の
八
重
桜
丘
の 
傾 
り
に
木
振
り
古
り
た
り 

中
井
川　

胤　

文

な
だ

【
訂
正
】
十
二
月
号　

草
野
豊
さ
ん
の
短
歌

　
　
　
　
「
起
き
て
で
て
〜
」
は
、「
起
き
い
で
て
〜
」
に
訂
正
し
ま
す
。

����

��������	�
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橋本 もとみ さん／豊喰

■ふるさと一口メモ
　長野市は北信に位置する県庁
所在地で、古くから善光寺の門
前町として栄えたまち。人口約
３８万人。
　その善光寺で７年に１度行わ
れる「御開帳」。御本尊の分身仏
「前立本尊（まえだちほんぞん）」
の中尊・阿弥陀如来の右手と回
向柱（えこうばしら）を結び、こ
の柱に触れることで御本尊と御
縁を結ぶことができると伝えら
れる特別行事が、今年の４月５
日から５月３１日まで行われま
す。丑年に「牛に引かれて善光
寺参り」はいかがでしょうか。

長野市

▲

長野県



 

　
私
は
今
、
ひ
た
ち
な
か
市
で
小
学
校
教

員
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
小
さ
い
時
か

ら
学
校
が
大
好
き
で
、「
学
校
に
行
き
た

く
な
い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
に
な
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
に
も
私
の
よ
う
に
「
学
校
が
好
き
」

と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち

か
ら
、
高
校
時
代
に
教
員
に
な
る
決
意
を

し
ま
し
た
。 

　
毎
日
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
怒
哀
楽
を
た

く
さ
ん
見
ま
す
。
子
ど
も
は
、
嬉
し
い
時

に
は
素
直
に
喜
び
、
笑
い
ま
す
。
悲
し
い

時
や
怒
っ
た
時
も
顔
に
す
ぐ
出
ま
す
。
大

人
に
な
る
に
つ
れ
て
、
感
情
を
は
っ
き
り

と
出
さ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
私
は
、
子
ど

も
た
ち
は
す
ご
く
純
粋
で
、
素
直
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
つ
い
、
上
か
ら
物
を
言
い
、

子
ど
も
と
の
間
に
線
を
引
い
て
し
ま
い
そ

う
に
な
り
ま
す
が
、
時
に
は
、
子
ど
も
と

同
じ
目
線
に
立
ち
、
喜
怒
哀
楽
を
共
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
心
を
持
ち
続
け
て
い

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　晴天で迎えた那珂市成人式。新
成人となる成人式実行委員の手で
企画・運営し、生涯の思い出とな
る式典となりました。また、アト
ラクションでは、中学時代の思い
出深い映像や、数々の豪華賞品が

当たる抽選会が行われ、大きな歓
声が上がりました。 
　新成人の皆さんは、懐かしい友
人と談笑したり、写真を撮り合っ
たりと笑顔があふれ、会場は終始
活気に満ちていました。 

平野　２４歳 

印刷／いばらき印刷株式会社 




